
進行性筋萎縮症ノ心筋細胞ノ
r ie
   ラフ

下士トリー」一意スル1例報告

金澤留科大學病理學教室（杉山教授指導）

石  田  三  郎
   Sa buro 乃〃ズ』勉

（昭和13年12月5日受附 特別掲載）

内 容 抄 録

 進行性筋萎縮症ノ1例ノ心筋細胞二就キ「プラニメ

トリー」法ニョリテ量的攣化ヲ観察センが心筋二於テ

モ叉極メテ僅少ナレドモ萎縮ノ傾向ヲ示セリ．而シテ

他方二於テ間質結締織増生ノ著明ナル部分二三ケル萎

縮ノ著明ナルハ論ヲ侯タズ．

 進行性筋萎縮症＝於テハ胴鉢筋タル横紋筋ノ

萎縮縮小スルゴトハ周知ノ事實ナリ．然ルニ横

紋筋ノー種タル心筋ノ量的影響二時シテハ殆ン

ド記載ナキが如シ．余ハ各種心筋細胞ノ「プラ

ニメトリー」二關スル研究二酔歩中適偶進行性

筋萎縮症屍ヨリ新鮮ナル材料ヲ得ルノ機禽ヲ得

タリ．勿テ共心筋ノ量的攣化ヲ知ラント欲シ既

：第1表

報ノ實験方法二從ヒテ左心窒壁ヨリ標本ヲ作製

シタリ．其組織標本二於テハ心筋ノ聞質結締織

増生ノ像随所二著明二散見セラレシが種々ナル

計測ハ間質結締織増生著明ナラザル部分ノミヲ

選ビテ行ヒタリ．其間一果回想1表二示スガ如

シ．

縦断面並二横断面二於ケル細胞艦面積，核面積細胞髄長サ

    及核細胞艦指数ノ各墨譜値
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971．931±11．082pt 2

1129．226±28．599A2

60．459士0．99212
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38，218±2．599

細胞纐副2・・128Z9・6±5・・78μ・1 ・14・132±3・8S・刺39・642±・・348

丸 面
wa 1 t， i 28．265±O．580itZ2 i 12．092±O．411pt2 1 42．781±1．455

核細胞盟指撒 tx 10，921±O．1530／o 3179士0．108％ 29．109土0．990

t 195 ］
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 表示ノ如ク細胞禮面積ハ縦断面二品テハ1

核：性並二2核性細胞ノ値ハソレゾレ971．931±

11・082〆及1 1 29・ 226士28・59gP2 ＝シテ面忘ノ値

ハ正常二丁ル1核二二＝2核性細胞ノ1000－

1300〆及1200－1600μ2二比シテ少シク小ナiJ・

横断面＝於テハ287・906士5・478P2ニシテ此ノ値

ハ正常値タル250－270／i2 ＝比シテ大ナリ．

 核面積ハ縦断面＝於テハ1核四丁二2核性細

胞ノ値ハソレゾレ60・459土O・992A2及46・326±

1・114＃2ニシテ之等ノ値ハ正常値ノ1核野並＝

2核性細胞ノ値タル60μ2及70μ2二比シテ少シ

ク小ナリ．横断面＝於テハ28・265±0・580／，2ニ

シテ此ノ値ハ正常値ノ22－25／，2＝比シテ大ナ

リ．

 細胞番長サバ1核性肉＝2核性細胞ノ値ハソ

レゾレ68・313±0・688A及79・052土1・277μニシ

テ正常値ノー核性並二2核性細胞ノソレゾレノ

値タル70－90！t及80－100Pt二比シテ僅二小ナ

リ．

 島細胞禮指乱川縦断面二於テハ1核性細胞ニ

テ…
ｿ町認一，2核性細胞ニチハ

2核ノ面績ノ和×100
          ノ値ヲ示セルモノニシテ
  細胞髄面漬
其値ハソレゾレ6．232±O．109％及8．229土0・302

％ナリ．之等ノ値ハ正常値ノ1核性並二2核性

細胞ノ帯側ル5一一7％7－9％及＝等シト云フヲ

得可シ．横断面二於テハ10，921±0・153％＝シ

テ正常値タル：・比シ少シク大ナリ．

 以上ノ如ク細胞罷面積二於テハ正常値二二シ

横断面が少シク大ナレドモ，縦断面ハ少シク小

ナリ．而シテ長サモ亦少シク小ナリ．斯ル關係

ハ進行性筋萎縮症二於テ極メテ僅少ナレドモ心

筋＝於テモ亦萎縮ノ傾向アルコトヲ示シタリ．

而シテ此ノ萎縮ノ傾向ハ褐色萎縮心臓二似タ

リ．

 核面積ハ縦断面＝於テハ正常値ヨリ小ニシテ

横断面二於テ一大ナリ．EPチ核ハ太クシテ短キ

が如シ．斯ル事實ハ個艦的差異ニヨルモノトモ

叉心臓ノ牧縮ハ心筋細胞ノ核ノ短縮ヲ來スト稽

セシ設ノ存スルヨリスレバ心筋ノ牧縮ヲ如實二

裏書スルが如キ結果トモ想像サル・所ナレドモ

僅二1例ナルヲ以テ本稿二於テハ輩二軸像二止

ム．

結

 17年男性ノ心臓重量2289ナル進行1生筋萎縮

症ノ心筋細胞二就キ「プラニメトリー」法ニヨリ

テ間質結締織増生ノ殆ンドナキ部分二六テ量的

槍討ヲ行ヒシが結果次ノ如シ．

細胞三

ﾊ 積

1核性細胞

Q核性細胞

971．931土11082μ2

P129．226±28．599μ2
縦  断  面

 二

ﾊ 積

1核性細胞

Q核性細胞

6α459±0．992μ2

S6326±1．114μ2

細胞正

ｷ サ

 1核性細菌 68．313±0．685，α

V9．062±L277μ

細胞緬積128乳9・6±5478μ・横断面

核面積陣265±α58・μ・

論

二於テモ僅カナレドモ萎縮ノ傾向認メラレタ

リ．叉問質結締織ノ増生著明ナル部分二戸テハ

心筋ノ著シキ萎縮消失認メラレタリ．
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